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2 アルケンの命名と構造

アルケンの安定性の目安

 トランスがシス
より安定

立体障害

 置換基が多い
ほど安定

超共役

σ結合（ＣｰＨ）
π結合（Ｃ＝Ｃ）

（二分子脱離）E2反応

協奏反応 ・・・１段階

 アンチ脱離

Newman投影式
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2 アルケンの命名と構造

（位置選択性）どの水素が引き抜かれるか

EtONa、EtOH 70 : 30

 Saytzev（ザイツェフ）則

置換が多い（安定な）アルケンが優先

三置換 二置換

ｔ-BuOK、ｔ-BuOH 27 : 73

 Hofmann（ホフマン）則

嵩高い塩基を用いると、置換が少ない
アルケンが優先
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E2反応における立体特異性

ジ
ア
ス
テ
レ
オ
マ
ー

シ
ス-

ト
ラ
ン
ス
異
性
体

立体特異的な反応


